
 ユニバーサル空間とライフデザ
イン

DX冊子とVICIカードで環境ラベル化戦略
バイナリーアイデンティティ戦略

対話ルームNichigaの
環境ラベル化構想

　　　～快適で豊かな社会に向けて



問題はどこにあるか

安心と安全
↓

   場所（拠点）

全体感、総体的

道標
導くこと
どこに導く

orこころ  or気持ち

充実感とは、爽快でしゃきっとする。

一方で、秀でている。
跳ね上がりたい（個人欲）

健康に導くDX



心と体の問題（葛藤）を昇華するためのツール

総合的に、総体的に全体を見渡してゆく東洋医学。

自己形成には何が必要か。

人間と人間が交わる。心の交流

体がシャキッとする操体法

心の葛藤を昇華する道へ

ビジュアルイメージと寸評と評価

そこに桜梅桃李の個性が発揮される。



快適空間の創意と生活を豊かにする工夫

防御用お示し

予備知識

自己形成史を振り返って

人々が快適に暮らせるとは・・・安心と安全、安らぎ、平穏

やはり環境というものの工夫

先導者めいたものが導くそれとはなにか

道標のようなものはあるか。



ナビゲーションと道標とそして導くもの

・視覚的に図表化するービジュアライゼーション

・可視化する

・ツールを活用

・空間という居間

・生活で一番多くいる時間と場所

・居場所と空間と哲学（思想）的読書

・朗読



その人の経験したもの又は考えが商品として持てる

・ツールとして持てる

・考えが道具（ツール）感覚で持てる

・CIを一言でいうと

・30分40分で読める

・体がシャキッとする

・操体法とはー読書操体法とは

・著作者の考えが持てる

・ツール、道具はー個性の発揮、個性の開花



自の考えを整理したり、考えを持つことで余裕ができる

・人を知るということは自分を知るということ。兵法（孔子）

・自分の考えを整理すると同時に考えを持つと余裕や豊かさが生まれる。

・豊かさが生まれると人間は安らぎが生まれる

・余裕ができると心が落ち着く

・考えを持つというのは、一つの武器。

・競争社会の中では、相手を知る（考えを持つ）と余裕と器が広がる。

・競争と競合と闘争とは。

・人間形成史として用いていい。



SDGｓと環境ラベル





対話の部屋

対話ルーム  ニチガ

小冊子 ニチガペノー

（アナソライ健康法）P18

ラベル・カード

モチーフにしたビジュアライゼーション（図表化）、ノー
マライゼーション（正常化、不健康に打ち勝つー高齢
者、障害者でも暮らしやすくする施策）

人間形成史的本

・アンケート



健康へと導くには正
しいという考えはな
いー各個人にあった

健康法がある。

一病息災、無病息災、家内安全といった住
まいや日々の暮らしの考えにおいて、

防犯や予備知識を予見の知識として捉える

ラベルカードは、多彩

各個人にあったラベル。

いくつかのラベルを選択してもらう

※自己形成史的本は、自分史の作成

方法へと展開されると予想される

・自分史の書き方（手本）


